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気持ちいいフォルムが作り出す
美しいバルコニー、美しい街並み。
手すり・笠木のジャンルでは、商品バリエーションの豊富さ・施工ノウハウの確かさで、豊かな経験をもっています。
わたし達の技術力とデザイン力で、フルにサポートします。

1 2
設置高さ: 各格子の設置高さ制限を示しています。　　　　　 43mまで 25mまで 7mまで 7mまで　　　各格子の製作範囲はP49～P52をご参照ください。

RC造・鉄骨造向け

木造建築物向け

102101

■ 設計上・施工上のご注意

■ 温度特性について
●本製品は原料に使用している樹脂の特性上、周囲の温度差により若干の
　伸縮があります。
 【例】L=2000㎜のデッキ材で温度差50℃の場合、
　　     全長の最大値と最小値の差は、約5㎜となります。
　※ビスで固定した場合は、固定間の伸縮をある程度抑えることができます。

■ 高さの基準

■ 手すりの高さ　※足がかりとは腰壁、又は足のかかるおそれのある部分（a）

■ 使用上のご注意

<色味>
本製品は原料にリサイクル木材を使用していますので、色に若干のばら
つきを生じることがあります。また、木質感の風合いをもたせるために
表面をサイディング加工しておりますので、芝目のように本製品の長手
方向に順目、逆目があり、施工後、光の当たり方や見る方向、角度によ
り部分的に違って見えることがあります。
<退色>
天然木に見られるように、雨や太陽光の影響により初期にある程度「退
色」します。
<しみ>
本製品は使用環境によって雨、雪、散水等により製品表面に部分的にシ
ミが残ることがあります。
※除去方法については「お手入れ方法」をご参照ください。
<汚れの付着>
表面木質加工（サイディング）した際の削粉、ご使用中における表面の
こすれ、または雨や太陽光の影響により発生した粉および表面に残った
煤塵や黄砂等による汚れが付着することがありますので、衣類等や洗濯物・
布団などが直接触れないようにしてください。
・ 衣類等に粉が付着した場合は、洗濯機で通常の洗濯をしていただけれ
ば落とすことができます。（衣類の種類、使用環境およびクリーニン
グ法によっては、落ちにくい場合もございます。）

・ 防止策として、定期的に「通常のお手入れ」および「定期的なお手入れ」
を実施してください。特に使用頻度の少ないところでは、使用前に「定
期的なお手入れ」を実施してください。

■ 色について

1100：成人の墜落を防止する高さ。

  800：幼児の墜落を防止する高さ。

  650：幼児が登るための足がかかる高さ。

■ 数値の意味

●（一財）ベターリビング墜落防止手すりの設定基準

・1,100mm（床仕上げ面から）以上
・足がかりの上端から（a < 650）
　バルコニー側800mm以上
　廊下側1,100mm以上

●建築基準法施行令　第126条：1,100mm

■ 法律・基準類に見る数値

■ お手入れについて

本製品は天然木と比較してメンテナンスの必要が少ない素材です。しかし、
長時間掃除しないで放置しておきますと、太陽光による影響および大気中の
湿気・埃・雨水や土、砂等の影響で表面に付着した汚れなどが原因で変色
やシミ、衣類への粉の付着等を発生させることがあります。本製品を美しく
お使いいただくために、以下の方法を参考にお手入れを実施してください。

●本製品は可燃性ですので、周辺での火気の取扱いにはご注意ください。
●本製品の発火点は天然木とほぼ同じであり、天然木が燃えるような条
件下では燃えてしまいます。

●本製品は自己消火性を有していませんので、万一着火した場合は水散
布または各種消火器にて消火してください。

●本製品が燃焼しても塩素系の有毒ガスは発生しません。

■ 燃焼について

●本製品の上に重量物を落とさないようにしてください。衝撃で割れや
凹みが発生する恐れがあります。

●本製品表面を傘等の先端の尖ったもので突かないでください。破損や
変形の恐れがあります。

●本製品（特に小口、角部）に強い衝撃を与えないようにしてください。
破損する恐れがあります。

■ 衝撃について

●日中の日差しが強い時には表面が熱くなることがありますので、特に
幼児や小さいお子様は充分注意してください。

●製品の特性上、隙間（目地）をあけた施工をお願いしておりますので、
その目地に指を挟まない様にご注意ください。

●本製品表面に灯油やガソリン、有機溶剤が付着した場合はすぐに拭き
取ってください。変形・変色の恐れがあります。

●本製品の上に空き缶や鉄製の物等を直接置いて長時間放置しないでく
ださい。鉄の錆等でシミが生じる恐れがあります。

●日常の使用で不具合や異常を発見した場合は、直ちに使用をやめ、お
取り扱いの施工店、工務店、販売店または当社支店、営業所に修理を
ご依頼ください。

■ その他の注意事項

◆ テクモク格子について

  伸縮量の求め方
  伸縮量［㎜］＝5.0×10-5（テクモクの熱膨張係数）×温度差［℃］×製品長［㎜］

5.0 1.2 2.4 2.0
（接線方向）

テクモク 鉄 アルミ

10.0

ポリプロ
ピレン天然木材

熱膨張係数
（×10－５）

●汚れは使用環境に大きく影響されます。特に、工業地域や海岸地域、
排ガスの多い場所ではお手入れの回数を増やしてください。

●汚れが付着した場合は、頑固な汚れになる前に清掃等を行ってください。

お手入れの際の注意事項
●ひどい汚れを落とす場合でも、強酸、強アルカリ、シンナーやベンジ
ンなどの有機溶剤、石油類は使用しないでください。変色、劣化の原
因となることがあります。

●清掃後は、洗剤をきれいに洗い流してください。洗剤が残ると変色な
どの原因になることがあります。

●高圧洗浄機での洗浄も可能ですが、水圧によっては製品の木目加工に
影響を及ぼしたり、製品表面に跡が残る場合がありますので、影響の
ない部分（製品端部等）で状況確認した後に行ってください。

■ 汚れについて

<通常のお手入れ>
本製品表面についたごみやほこりは、ほうき等で取り除いてください。汚れ
ている部分は、柔らかい布やスポンジで水拭きした後に乾拭きしてください。
<汚れのひどい場合>
中性洗剤を所定の割合の水で希釈して薄めた液で雑巾などで長手方向
（木目方向）に擦るように拭き、汚れを落とし、洗剤が残らないように
水拭きしてから最後にしっかりと乾拭きしてください。
<定期的なお手入れ>
年に3～4回の頻度で、柔らかい布がスポンジで水拭きした後に乾拭き
してください。
<しみ>
雨じみの除去（使用環境によって雨、雪等により、製品表面に部分的な
しみが残ることがあります）
・通常のお手入れの方法で、本製品の表面のごみやほこり、汚れを除去
します。
<傷・こげあと>
製品表面についた傷やこげあとの除去
・表面の汚れを雑巾等で拭き取った後、汚れおよび傷部分をサンドペー
パー（＃24～40）で長手方向（木目方向）に擦り、傷を取り除いて
ください。最後に表面の削り粉を清掃してください。初期の表面と若干
異なることがありますので、お手入れ場所周辺を含め全体的にぼかす
感じで擦ることがポイントです。

■ お手入れ方法

◆ 墜落防止手すりの条件

1
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②足がかりがない場合又は
　高さが300未満の場合
　（a < 300）
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③幼児が登れる高さに
　足がかりがある場合
　（300 ≦ a < 650）

1
1
0
0
以
上

6
5
0
以
上

④幼児がよじ登れない高さに
　足がかりがある場合
　（a < 650）

足がかり
（足のかかる部分）

墜落防止の役割がある手すりには、一般に次のような条件を考慮してください。
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43

手すり・格子のご紹介

集合住宅のバルコニーに、美しいパターンが広がる。住宅の顔であるテラスは、センス良くデザインされている。
街並みは統一性をもって構成されるとき、そこに一つのフォルムが生まれ、快適な暮らしの場がつくられるはずです。
わたし達の製品を、暮らしを彩るアイテムとしてお届けいたします。

●手間をかけずに、美しくありたい。
「テクモク」なら、木の風合いはその
ままに、天然木と違って、長期間にわ
たり美しい外観を維持できます。
100％リサイクル素材です。

テクモク横格子

手すり・
格   子

気持ちいいフォルムをつくる。

アルミ横格子

●モダン建築に、シャープなシル
エットを与えたい。アルミの綺麗な
ラインは、建物を引き立たせます。
定番でありながら、はずせないアイ
テムです。

粗目横格子

●見えるようで見えない。格子の文
化は、日本人の知恵。明るい昼間
は、外から中は見えにくい。視線の
制御は軽快に。今も生きている形
です。

シースルーパネル格子

●シースルーパネルは、昼間の太陽
光で建物のシルエットを美しく際だ
たせながら、建物をシャープに表
現します。
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設置高さ43mまで可能な格子バリエーションです。

設置高さ25mまで可能な格子バリエーションです。

設置高さ7mまで可能な格子バリエーションです。

●直線格子 ●千本格子 ●ダイヤクロス 洋風格子 ●ダイヤクロス 和風格子

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

●直線格子 ●直線格子（千本ピッチ） ●目隠し格子 ●目隠し格子 ※1

●目隠し格子 ※1 ●目隠し格子 ●細横格子

●ダイヤクロス 洋風格子 ●ダイヤクロス 和風格子

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、建築主事または確認検査機関に使用可否の確認をあおいでください。

※詳細設置条件はP53をご確認ください。

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

アルミパンチングパネル2.0mm
アルミ積層板パンチングパネル3.0mm

ポリカーボネート樹脂板・マット3.0mm

アルミ積層板3.0mm アクリル樹脂板3.0mm

格子バリエーション/目次格子バリエーション/目次

■ 目 次

■ 商品概要 P27 ～ P32

■ 商品データ

■ 納まり図

■ 商品概要

■ 商品データ

■ 納まり図

P49 ～ P52

P69 ～ P79

P21 ～ P26

P49 ～ P52

P55 ～ P67

KOA型・DOA型・MOA型・WOA型（RC造・鉄骨造向け手すり付笠木）

K・D・M・W型（RC造・鉄骨造向け手すり）

●オフセット縦格子 ●オフセットガラス目隠し格子

●シースルーパネル格子 ※1 ●粗目横格子 ●テクモク横格子105 ●アルミ横格子●テクモク横格子45

●目隠し格子 ●目隠し格子

アルミパンチングパネル2.0mmアルミ積層板3.0mm

●ガラス目隠し格子

ガラス厚6.8mm用
※ガラスは別途手配です

●オフセット目隠し格子

トップレール手すりのみ

※トップレール手すりのみ

●ガラス目隠し格子

ガラス厚6.8mm用
※ガラスは別途手配です

410

■ RC造・鉄骨造向け手すり付笠木

KOA・DOA・MOA・WOA
■ RC造・鉄骨造向け手すり

K・D・M・W
■ RC造・鉄骨造向け手すり付笠木

KOA・DOA・MOA・WOA
■ RC造・鉄骨造向け手すり

K・D・M・WRC造・
鉄骨造向け

65
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アルミ積層板3.0mm

■ 目 次

■ 商品概要 P33 ～ P38

■ 商品データ

■ 納まり図

P49 ～ P52

P80 ～ P84

 KAM型・DAM型・MAM型 (木造向け手すり付笠木)

■ 商品バリエーション ■ 掲載ページ

　木造向け笠木
　AM型

P41 ～ P42
P91 ～ P92(納まり図)

　下端見切
   OU型

P43
P93(納まり図)

P44
P95(納まり図)

標準パネル 変形パネル

※避難用ステッカーは
   オプションです。

　ベランダ間仕切
　EX 　 型

　物干し P46
P95(納まり図)

連結型 独立型

●直線格子 ●千本格子 ●ダイヤクロス 洋風格子 ●目隠し格子●ダイヤクロス 和風格子

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

アルミパンチングパネル2.0mm
アルミ積層板パンチングパネル3.0mmポリカーボネート樹脂板・マット3.0mm

アルミ積層板3.0mm

アクリル樹脂板3.0mm ※ガラスは別途手配です

設置高さ7mまで可能な格子バリエーションです。

掘込部格子バリエーション/目次

■ 木造向け手すり付笠木

KAM・DAM・MAM

●目隠し格子 ※1 ●目隠し格子 ※1 ●目隠し格子 ●ガラス目隠し格子

商品バリエーション
目次

　防風スクリーン P45
P94(納まり図)

※防風スクリーンの取付高さは、
   地上43m（15階相当）までになります。

P39 ～ P40
P85 ～ P90(納まり図)

　RC造・鉄骨造向け笠木
　OA 　 型

関連商品木造
建築物向け

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、建築主事または確認検査機関に使用可否の確認をあおいでください。
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ブロンズ（B1） シェイクブラウン（B4） ブラック（T1） ホワイト（W1）

ステンカラー（U4）

ビューブラウン（B5）

※カタログの色は印刷のため
　実際の商品の色と多少異なる場合があります。　

手すり・笠木の構成

手すり形状は角型、楕円型、丸型の3種類からお選びいただけます。

四角

楕円

丸

K

D

M

標準手すり

二段手すり

トップレール掘込部

トップレール

格子付トップレール

AM型 笠木無し

■ 手すり形状の種類

■ 笠木の有無・種類

■ 手すり形式

■ カラーバリエーション

シルバー（S1）

OAⅡ型

Simple
構成
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P49～P52
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※柱は40×50となります。
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※柱は40×50となります。



商品詳細
手すり・手すり付笠木商品

RC造、鉄骨造（ALC）建築物

手すり

手すり

笠木

直線格子

間柱、角柱

RC造、鉄骨造（ALC）建築物

手すり付笠木 手すり付笠木

格子付トップレール 格子付トップレール 格子付トップレール格子付トップレール

トップレール トップレール トップレールトップレール 標準手すり 二段手すり

KAM型 DAM型 MAM型KOA型

格子付トップレール 格子付トップレール格子付トップレール 格子付トップレール 格子付トップレール

トップレール 標準手すり 二段手すり トップレールトップレール 標準手すり 二段手すり トップレール 標準手すり 二段手すり トップレール

DOA型 MOA型K型 D型 M型

丸柱はM型のみ 掘込部
柱付床支持格子

規格設定のない仕様についても対応可能な場合があります。当社担当にご相談ください。
※1  オーダー対応になります。
※2  ダイヤクロス洋風格子、ダイヤクロス和風格子には、安全性を考慮した裏面ネット付を用意しています。
※３ カラーはステンカラー（U4）のみとなります。
※4  柱は40×50となります。
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●： 対応可能
▲： トップレール手すりの掘込部のみ対応可能

※オプション格子の詳しい対応商品、製作範囲、
　色につきましてはP49をご覧ください。

木造建築物

φ36 28

4
3

手すり形式

1615

手すり形式 納まりの種類
標準手すり 二段手すり 格子付トップレール トップレール 掘込部階段部

DETAIL
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商品概要
OUTLINE

K型・D型・M型

KAM型・DAM型・MAM型

P21～P26

P27～P32

P33～P38

P39～P40

P41～P42

P43

P44

P45

P46

OAⅡ型

OU型

EXⅢ型

防風スクリーン

物干し

KOA型・DOA型・MOA型

19 20

AM型



商品概要
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KAM型・DAM型・MAM型
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P27～P32
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■ 集合住宅のリノベーションにも、バリエーション豊かなデザインで対応！
リフォームすることがあたり前の時代になってきました。
最近では、時代のセンスを取り入れたリノベーションも流行っています。
K・D・Mシリーズは工事の工程、リフォーム等で、先付け・後付けのどちらにでも対応できるシリーズです。
バリエーション豊かなデザイン空間をお届けいたします。

■ RC造・鉄骨造向け手すり

K・D・M
●シースルーパネル格子

●粗目横格子

●アルミ横格子

●テクモク横格子45

●テクモク横格子105

※格子の種類、取付部位、手すりの長さにより設置高さの制限が異なる場合があります。

デザイン
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※柱は40×50になります。

2423

※手すりの横幅の全長が4000mmを超える場合は、②方立支持方式または
　④床支持方式控え柱にて対応してください。

①
②
③
④

① ② ③

④
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K・D・M型のバリエーション
■ RC造・鉄骨造向け手すり

●コーナーの納まりは、90度コーナー、変角コーナー、Rコーナーの3種類に対応しています。90度コーナーは笠木通し角柱コーナー、
　柱通し角柱コーナー、柱無し90度コーナーの3種類からお選びください。

Rコーナー　※K型のみ

笠木通し角柱コーナー 柱通し角柱コーナー 柱無し90度コーナー
（2段手すりも可能です。）

変角コーナー

その他のコーナー

90度コーナー

Rコーナー　※K型のみ 変角コーナー

トップレール

ブロンズ（B1） ビューブラウン（B5）

ブラック（T1） シルバー（S1）

ホワイト（W1） ステンカラー（U4）

色は6色の中からお選びください。■ コーナーバリエーション　コーナーの納まりは、3種類あります。
■ カラーバリエーション　

●ガラス目隠し格子

●直線格子 ●目隠し格子 ※1●千本格子

●目隠し格子 ※1

●ダイヤクロス洋風格子

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

●ダイヤクロス和風格子

●目隠し格子

アクリル樹脂板3.0mm

アルミ積層板3.0mm

アルミパンチングパネル2.0mm ガラス厚6.8mm用 
※ガラスは別途手配です

※M型のトップレールはU4、T1色のみとなります。
※カタログの色は印刷のため実際の商品の色と多少異なる場合があります。

■ 格子バリエーション　

●目隠し格子 ※1

●細横格子

※ポリカーボネート樹脂板 : マット3.0mm

※トップレール手すりのみ

格子は、以下の中からお選びください。

●粗目横格子

●アルミ横格子●テクモク横格子105

●シースルーパネル格子 ※1

●目隠し格子

アルミ積層板パンチングパネル3.0mm

バリエーション

●テクモク横格子45

 ※ポリカーボネート樹脂版8.0mm

※後付工法 ICアンカータイプは、対応しておりません。

※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥 ※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥

※目隠し格子の場合でも、コーナー部分は、直線格子になります。

樹脂パネル固定ボルト

標準部品 ステンレス平板 オプション部品 ステンレス切削品

2625

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、建築主事または確認検査機関に使用可否の確認をあおいでください。

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、建築主事または確認検査機関に使用可否の確認をあおいでください。

※アルミ部材の ※アルミ部材の

※アルミ部材の ※アルミ部材の ※アルミ部材の
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■ 豊富なバリエーションが、デザインバリューを高めます！
建物条件に合わせて、さまざまな条件の納まりに対応できます。
デザインソースとして豊富なバリエーションからお選びください。

■ RC造・鉄骨造向け手すり付笠木

KOA・DOA・MOA
●シースルーパネル格子

●粗目横格子

●アルミ横格子

●テクモク横格子45

●テクモク横格子105

デザイン
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デザインソースとして豊富なバリエーションからお選びください。

■ RC造・鉄骨造向け手すり付笠木

KOA・DOA・MOA
●シースルーパネル格子

●粗目横格子

●アルミ横格子

●テクモク横格子45

●テクモク横格子105

デザイン



（KOA型、DOA型のみ）

P40、93～94
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（KOA型、DOA型のみ）

P40、93～94
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Rコーナー　※K型のみ

笠木通し角柱コーナー 柱通し角柱コーナー 柱無し90度コーナー
（2段手すりも可能です。）

変角コーナー

その他のコーナー

●コーナーの納まりは、90度コーナー、変角コーナー、Rコーナーの3種類に対応しています。90度コーナーは
笠木通し角柱コーナー、柱通し角柱コーナー、柱無し90度コーナーの3種類からお選びください。

90度コーナー

Rコーナー　※K型のみ 変角コーナー

トップレール

ブロンズ（B1） ビューブラウン（B5）

ブラック（T1） シルバー（S1）

ホワイト（W1） ステンカラー（U4）

色は6色の中からお選びください。

■ コーナーバリエーション
コーナーの納まりは、3種類あります。

■ カラーバリエーション　

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、
　　建築主事または確認検査機関に使用可否の
　　確認をあおいでください。

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、
　　建築主事または確認検査機関に使用可否の
　　確認をあおいでください。

KOA・DOA・MOA型のバリエーション
■ RC造・鉄骨造向け手すり笠木

●ガラス目隠し格子

●直線格子

●目隠し格子

●千本格子

●細横格子●目隠し格子 ※1

●ダイヤクロス洋風格子

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

※ポリカーボネート樹脂板 ； マット3.0mm ※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

●ダイヤクロス和風格子

●目隠し格子●目隠し格子

●目隠し格子 ※1

アクリル樹脂板3.0mm

アルミ積層板3.0mm

アルミ積層板パンチングパネル3.0mm

※トップレール手すりのみ

ガラス厚6.8mm用
※ガラスは別途手配です

格子は、以下の中からお選びください。■ 格子バリエーション　

●粗目横格子

●テクモク横格子105

●シースルーパネル格子 ※1

アルミパンチングパネル2.0mm

●テクモク横格子45

バリエーション

※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ ※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ

※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ ※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ

●アルミ横格子

※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ
 ※後付工法 ICアンカータイプは、対応しておりません。

 ※ポリカーボネート樹脂版8.0mm

※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥

※目隠し格子の場合でも、コーナー部分は、直線格子になります。

※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥

樹脂パネル固定ボルト

標準部品 ステンレス平板 オプション部品 ステンレス切削品

3231

※MOA型のトップレールはU4、T1色のみとなります。
※カタログの色は印刷のため実際の商品の色と多少異なる場合があります。



Rコーナー　※K型のみ

笠木通し角柱コーナー 柱通し角柱コーナー 柱無し90度コーナー
（2段手すりも可能です。）

変角コーナー

その他のコーナー

●コーナーの納まりは、90度コーナー、変角コーナー、Rコーナーの3種類に対応しています。90度コーナーは
笠木通し角柱コーナー、柱通し角柱コーナー、柱無し90度コーナーの3種類からお選びください。

90度コーナー

Rコーナー　※K型のみ 変角コーナー

トップレール

ブロンズ（B1） ビューブラウン（B5）

ブラック（T1） シルバー（S1）

ホワイト（W1） ステンカラー（U4）

色は6色の中からお選びください。

■ コーナーバリエーション
コーナーの納まりは、3種類あります。

■ カラーバリエーション　

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、
　　建築主事または確認検査機関に使用可否の
　　確認をあおいでください。

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、
　　建築主事または確認検査機関に使用可否の
　　確認をあおいでください。

KOA・DOA・MOA型のバリエーション
■ RC造・鉄骨造向け手すり笠木

●ガラス目隠し格子

●直線格子

●目隠し格子

●千本格子

●細横格子●目隠し格子 ※1

●ダイヤクロス洋風格子

※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

※ポリカーボネート樹脂板 ； マット3.0mm ※安全性を考慮した裏面ネット付を
　用意しています。写真は裏面ネット付

●ダイヤクロス和風格子

●目隠し格子●目隠し格子

●目隠し格子 ※1

アクリル樹脂板3.0mm

アルミ積層板3.0mm

アルミ積層板パンチングパネル3.0mm

※トップレール手すりのみ

ガラス厚6.8mm用
※ガラスは別途手配です

格子は、以下の中からお選びください。■ 格子バリエーション　

●粗目横格子

●テクモク横格子105

●シースルーパネル格子 ※1

アルミパンチングパネル2.0mm

●テクモク横格子45

バリエーション

※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ ※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ

※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ ※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ

●アルミ横格子

※アルミ部材のカラーはステンカラー(U4)のみ
 ※後付工法 ICアンカータイプは、対応しておりません。

 ※ポリカーボネート樹脂版8.0mm

※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥

※目隠し格子の場合でも、コーナー部分は、直線格子になります。

※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥

樹脂パネル固定ボルト

標準部品 ステンレス平板 オプション部品 ステンレス切削品

3231

※MOA型のトップレールはU4、T1色のみとなります。
※カタログの色は印刷のため実際の商品の色と多少異なる場合があります。



3433

KAM・DAM・MAM型の概要
■ 木造向け手すり付笠木

■ 木造建築の多様なデザインを実現します！
木造建築のジャンルで、豊富な経験をもっています。
すっきりとシンプルなデザインは、洋風・和風を問わずマッチします。
経験に裏打ちされた安心と安全をご提供いたします。

DAM型

DAM型

DAM型DAM型

DAM型

デザイン
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KAM・DAM・MAM型の概要
■ 木造向け手すり付笠木

■ 木造建築の多様なデザインを実現します！
木造建築のジャンルで、豊富な経験をもっています。
すっきりとシンプルなデザインは、洋風・和風を問わずマッチします。
経験に裏打ちされた安心と安全をご提供いたします。

DAM型

DAM型

DAM型DAM型

DAM型

デザイン



（KAM型、
DAM型のみ）

3635



（KAM型、
DAM型のみ）
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※ポリカーボネート樹脂板 ： マット3.0mm

※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥

3837

格子は、以下の中からお選びください。

 ※1

 ※1

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、建築主事または確認検査機関に使用可否の確認をあおいでください。

※MAM型のトップレールはU4、T1色のみとなります。
※カタログの色は印刷のため実際の商品の色と多少異なる場合があります。



※ポリカーボネート樹脂板 ： マット3.0mm

※∅ 5×ピッチ8mm、60°千鳥

3837

格子は、以下の中からお選びください。

 ※1

 ※1

※1 手すり面材に不燃性能が求められる場合は、建築主事または確認検査機関に使用可否の確認をあおいでください。

※MAM型のトップレールはU4、T1色のみとなります。
※カタログの色は印刷のため実際の商品の色と多少異なる場合があります。
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OA　型の概要と特徴
■ RC造・鉄骨造向け笠木

※カタログの色は印刷のため実際の
　商品の色と多少異なる場合が
　あります。

ご注意： 本商品には完全な防水機能はありません。
施工する前に躯体天端は必ず防水処理してください。

■ カラーバリエーション
色は6色の中からお選びください。

ブロンズ（B1）

ビューブラウン（B5）

ブラック（T1）

ホワイト（W1）

シルバー（S1）

ステンカラー（U4）

笠木幅

6
06
5

■ 幅広い用途に応えるロングセラー笠木
角を出したシャープなデザインはRC造、鉄骨造（ALC）
建築物のスタンダード笠木です。
上面に1/30の勾配をつけ雨仕舞を考慮しています。

■ 防水対策
●笠木と躯体との間に空気層をつくることによって、
　内部の水分をすみやかに蒸発させます。

ブラケット

ジョイントカバー

ジョイント

■ ジョイント部
●笠木のジョイント部分は「ジョイント」と「ブラケット」を
　一体化したジョイントブラケット構造です。
　レベル調整が容易で施工性が良く、また「ジョイントカバー」の
　併用で防水性とデザイン性を両立しています。

■ エンドキャップ部
●笠木端面にはアルミ板製エンドキャップおよび
　コーキング受けにより、さまざまな納まりに対応
　できます。

■ コーナー部
●接着仕様、溶接仕様の2種類。
　90度コーナー、変角コーナーのほかに、
　親子コーナー（幅の違う笠木の組み合
　わせ）、またALC板仕様の特殊形状コー
　ナーにも対応します。

■ 笠木形状

●笠木幅は135～350mmの11種類を用意しました。
笠木幅

推奨躯体幅

350

320

300

270

270

240

240

210

210

180

       225　

 195　

195

165

180

150

165

135

150

120

135

105
単位（mm）

■ 特殊コーナー例　その他特殊コーナー例は93～94ページをご覧ください。

幅違い90度コーナー 幅違い変角コーナー

垂直コーナー クランク型コーナー

90度コーナー

OA

※笠木幅270、300、350はオーダー対応となります。
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OA　型の概要と特徴
■ RC造・鉄骨造向け笠木

※カタログの色は印刷のため実際の
　商品の色と多少異なる場合が
　あります。

ご注意： 本商品には完全な防水機能はありません。
施工する前に躯体天端は必ず防水処理してください。

■ カラーバリエーション
色は6色の中からお選びください。

ブロンズ（B1）

ビューブラウン（B5）

ブラック（T1）

ホワイト（W1）

シルバー（S1）

ステンカラー（U4）

笠木幅

6
06
5

■ 幅広い用途に応えるロングセラー笠木
角を出したシャープなデザインはRC造、鉄骨造（ALC）
建築物のスタンダード笠木です。
上面に1/30の勾配をつけ雨仕舞を考慮しています。

■ 防水対策
●笠木と躯体との間に空気層をつくることによって、
　内部の水分をすみやかに蒸発させます。

ブラケット

ジョイントカバー

ジョイント

■ ジョイント部
●笠木のジョイント部分は「ジョイント」と「ブラケット」を
　一体化したジョイントブラケット構造です。
　レベル調整が容易で施工性が良く、また「ジョイントカバー」の
　併用で防水性とデザイン性を両立しています。

■ エンドキャップ部
●笠木端面にはアルミ板製エンドキャップおよび
　コーキング受けにより、さまざまな納まりに対応
　できます。

■ コーナー部
●接着仕様、溶接仕様の2種類。
　90度コーナー、変角コーナーのほかに、
　親子コーナー（幅の違う笠木の組み合
　わせ）、またALC板仕様の特殊形状コー
　ナーにも対応します。

■ 笠木形状

●笠木幅は135～350mmの11種類を用意しました。
笠木幅

推奨躯体幅

350

320

300

270

270

240

240

210

210

180

       225　

 195　

195

165

180

150

165

135

150

120

135

105
単位（mm）

■ 特殊コーナー例　その他特殊コーナー例は93～94ページをご覧ください。

幅違い90度コーナー 幅違い変角コーナー

垂直コーナー クランク型コーナー

90度コーナー

OA

※笠木幅270、300、350はオーダー対応となります。
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AM型の概要と特徴
■ 木造向け笠木

※カタログの色は印刷のため実際の
　商品の色と多少異なる場合が
　あります。

■ カラーバリエーション
色は6色の中からお選びください。

ご注意：本商品には完全な防水機能はありません。
施工する前に躯体天端は必ず防水処理してください。

笠木幅

5
5

■ 防水対策
●笠木と躯体との間に空気層をつくることによって、
　内部の水分をすみやかに蒸発させます。

■ 木造建築物を演出する美しいフォルム
木造建築物向けに開発された笠木です。
上面フラットで、両角に小さなスラントとアールが
ついたデザインが特徴です。

■ コーナー部
●笠木の90度コーナー部分は「コーナージョイント」（コーナー専用連結金具）により、ジョイント箇所が
　少ないため施工性が良く、「ジョイントカバー」の併用で防水性とデザイン性も両立しています。
　また、変角コーナー部分には、接着方式による専用コーナーにて対応します。

躯体エンド部納まり壁面部納まり

納まり図

■ エンドキャップ部
●笠木の端面はプラスチック製の「エンドキャップ」で美しく仕上げます。

■ 笠木形状
●笠木幅は150～240mmの7種類を用意しました。

笠木幅

推奨躯体幅

150

120

165

135

180

150

195

165

210

180

225

195

240

210
単位（mm）

ジョイントカバー

ブラケット

ジョイント

壁面部納まり 躯体エンド部納まり

コーナージョイントカバー

コーナージョイント

ブロンズ（B1）

ビューブラウン（B5）

シェイクブラウン（B4）

ブラック（T1）

ホワイト（W1）

ステンカラー（U4）

AM

■ ジョイント部
●笠木のジョイント部分は「ジョイント」と「ブラケット」を
　一体化したジョイントブラケット構造です。
　レベル調整が容易で施工性が良く、また「ジョイントカバー」の
　併用で防水性とデザイン性を両立しています。



4241

AM型の概要と特徴
■ 木造向け笠木

※カタログの色は印刷のため実際の
　商品の色と多少異なる場合が
　あります。

■ カラーバリエーション
色は6色の中からお選びください。

ご注意：本商品には完全な防水機能はありません。
施工する前に躯体天端は必ず防水処理してください。

笠木幅

5
5

■ 防水対策
●笠木と躯体との間に空気層をつくることによって、
　内部の水分をすみやかに蒸発させます。

■ 木造建築物を演出する美しいフォルム
木造建築物向けに開発された笠木です。
上面フラットで、両角に小さなスラントとアールが
ついたデザインが特徴です。

■ コーナー部
●笠木の90度コーナー部分は「コーナージョイント」（コーナー専用連結金具）により、ジョイント箇所が
　少ないため施工性が良く、「ジョイントカバー」の併用で防水性とデザイン性も両立しています。
　また、変角コーナー部分には、接着方式による専用コーナーにて対応します。

躯体エンド部納まり壁面部納まり

納まり図

■ エンドキャップ部
●笠木の端面はプラスチック製の「エンドキャップ」で美しく仕上げます。

■ 笠木形状
●笠木幅は150～240mmの7種類を用意しました。

笠木幅

推奨躯体幅

150

120

165

135

180

150

195

165

210

180

225

195

240

210
単位（mm）

ジョイントカバー

ブラケット

ジョイント

壁面部納まり 躯体エンド部納まり

コーナージョイントカバー

コーナージョイント

ブロンズ（B1）

ビューブラウン（B5）

シェイクブラウン（B4）

ブラック（T1）

ホワイト（W1）

ステンカラー（U4）

AM

■ ジョイント部
●笠木のジョイント部分は「ジョイント」と「ブラケット」を
　一体化したジョイントブラケット構造です。
　レベル調整が容易で施工性が良く、また「ジョイントカバー」の
　併用で防水性とデザイン性を両立しています。
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OU型の概要と特徴
■ その他関連商品

色は6色の中からお選びください。

EX   型の概要と特徴
■ その他関連商品

※カタログの色は印刷のため実際の
　商品の色と多少異なる場合が
　あります。

色は6色の中からお選びください。

※写真の部材はベランダ間仕切では
　ありません。

ブロンズ（B1）

ビューブラウン（B5）

ブラック（T1）

シルバー（S1）

ホワイト（W1）

ステンカラー（U4）

■ 下端見切OU型
建物下端部のひび割れやはくり、雨水の浸入などを防ぐ
RC造・鉄骨造向けの仕上げ材です。シャープなエッジラインが住まいの外観を引き締めます。　

■ コーナージョイント
●従来の框組み式の枠の組み立てと異なり、
　樹脂製のコーナージョイントを採用。施工しやすく
　意匠性にも優れています。

■ 取付金具
●標準金具の組合せ
　躯体側： 取付金具A（調整範囲 7～20mm）
　パラペット［手すり］側： 取付金具B（調整範囲 20～50mm） 
　※取付金具C（オプション部品）は60～110mmまで
　　調整可能（パラペット［手すり］側に使用）。

■ パネルの組み込み
●パネルの組み込みは、パネルを
　押縁でおさえてドリルねじで止めるだけです。
　パネルや間仕切枠に下穴加工の必要も
　ありません。従来のビード材を押し込む
　手間がなく、組み込みが簡単になりました。
●間仕切出幅寸法が918mm以上の場合は、
　中桟をはさんでパネルを上下に組み込む
　上下分割パネルとなります。
　3×6板で出幅D≦1218mmまで
　対応可能です。

●オプションの押し縁カバーは、軒天部の
   見栄えをさらに良くします。

標準パネル 変形パネル

取付金具A 取付金具B

■ カラーバリエーション ■ カラーバリエーション

※ベランダ間仕切EXⅢ型の取付高さは、間仕切上端部が、
　地上8.5m（3階バルコニー部に取付けた高さ相当）までになります。

ブロンズ（B1）

※カタログの色は印刷のため実際の商品
　の色と多少異なる場合があります。

ブラック（T1）

シルバー（S1）

ホワイト（W1）

ステンカラー（U4）

取付金具A
7～20mm

取付金具B
20～50mm

※避難用ステッカーはオプションです。

OU EX

■ ベランダ間仕切EXIII型
集合住宅向けのベランダ間仕切です。木造、RC造、鉄骨造（ALC）を問わず取付可能です。
火災等の時は間仕切板を蹴破り、隣室のベランダに避難します。

ブロンズ（B5）
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OU型の概要と特徴
■ その他関連商品

色は6色の中からお選びください。

EX   型の概要と特徴
■ その他関連商品

※カタログの色は印刷のため実際の
　商品の色と多少異なる場合が
　あります。

色は6色の中からお選びください。

※写真の部材はベランダ間仕切では
　ありません。

ブロンズ（B1）

ビューブラウン（B5）

ブラック（T1）

シルバー（S1）

ホワイト（W1）

ステンカラー（U4）

■ 下端見切OU型
建物下端部のひび割れやはくり、雨水の浸入などを防ぐ
RC造・鉄骨造向けの仕上げ材です。シャープなエッジラインが住まいの外観を引き締めます。　

■ コーナージョイント
●従来の框組み式の枠の組み立てと異なり、
　樹脂製のコーナージョイントを採用。施工しやすく
　意匠性にも優れています。

■ 取付金具
●標準金具の組合せ
　躯体側： 取付金具A（調整範囲 7～20mm）
　パラペット［手すり］側： 取付金具B（調整範囲 20～50mm） 
　※取付金具C（オプション部品）は60～110mmまで
　　調整可能（パラペット［手すり］側に使用）。

■ パネルの組み込み
●パネルの組み込みは、パネルを
　押縁でおさえてドリルねじで止めるだけです。
　パネルや間仕切枠に下穴加工の必要も
　ありません。従来のビード材を押し込む
　手間がなく、組み込みが簡単になりました。
●間仕切出幅寸法が918mm以上の場合は、
　中桟をはさんでパネルを上下に組み込む
　上下分割パネルとなります。
　3×6板で出幅D≦1218mmまで
　対応可能です。

●オプションの押し縁カバーは、軒天部の
   見栄えをさらに良くします。

標準パネル 変形パネル

取付金具A 取付金具B

■ カラーバリエーション ■ カラーバリエーション

※ベランダ間仕切EXⅢ型の取付高さは、間仕切上端部が、
　地上8.5m（3階バルコニー部に取付けた高さ相当）までになります。

ブロンズ（B1）

※カタログの色は印刷のため実際の商品
　の色と多少異なる場合があります。

ブラック（T1）

シルバー（S1）

ホワイト（W1）

ステンカラー（U4）

取付金具A
7～20mm

取付金具B
20～50mm

※避難用ステッカーはオプションです。

OU EX

■ ベランダ間仕切EXIII型
集合住宅向けのベランダ間仕切です。木造、RC造、鉄骨造（ALC）を問わず取付可能です。
火災等の時は間仕切板を蹴破り、隣室のベランダに避難します。

ブロンズ（B5）
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物干し

■ 手すり用物干し
手すり取り付け専用の物干しです。
2種類の梁形状と、4種類の納まりを用意しました。

独立型連結型

■ 納まり

■ 物干金物シリーズ〈ホスクリーン〉

手すり底板-胴縁納まり

※製造元：  物干金物シリーズ〈ホスクリーン〉は株式会社川口技研です。
　　　　　製品保証、保証期間、保証内容は〈手すり・笠木シリーズ〉とは異なります。詳細は当社担当までご確認ください。

※屋外用から室内用まで物干金物をラインアップしています。

手すり間柱納まり

壁納まり

上下スライド式 壁面取付けタイプ 軒天用 着脱式室内干し用

■ その他関連商品物干し



4645

物干し

■ 手すり用物干し
手すり取り付け専用の物干しです。
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独立型連結型
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手すり底板-胴縁納まり

※製造元：  物干金物シリーズ〈ホスクリーン〉は株式会社川口技研です。
　　　　　製品保証、保証期間、保証内容は〈手すり・笠木シリーズ〉とは異なります。詳細は当社担当までご確認ください。
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商品資料

48

格子バリエーション仕様詳細

格子バリエーション製作範囲

設置条件

納まり図

主要部材仕様

強度性能・耐久性能

手すりK型・D型   RC造後付工法

商品のお取扱いについて

DATA

P98

P49

P49～P52

P53～P54

P55～P95

P49

P49～P52

P53～P54

P55～P95

P99～P101

　　P96

　　P97
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ステンカラー
ホワイト

49 50

※２

※３

※４
※４

※５
※６

シースルーパネル格子
粗目横格子
テクモク横格子１０５
テクモク横格子４５
アルミ横格子
直線格子
千本格子
ダイヤクロス洋風格子
ダイヤクロス和風格子
目隠し格子（アルミ積層板ｔ3.0mm）
目隠し格子（アルミパンチングパネルｔ2.0mm）
目隠し格子（ガラス厚t6.8mm用）
目隠し格子（アクリル樹脂板ｔ3.0mm）

※５ 目隠し格子（アルミ積層板パンチングパネルt3.0mm）
目隠し格子（ポリカーボネート樹脂板ｔ3.0mm）
細横格子

＊
※
※
※
※
※
※

※1 ※1
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

＊コーナーは直線格子、千本格子、目隠し格子のみに対応可能。   
※１　標準手すりのみ対応可能。   
※２　ポリカーボネート樹脂板ｔ8.0mm。色はカラーサンプルをご確認ください。  
※３　テクモク横格子４５は、後付工法ＩＣアンカータイプには対応しておりません。   
※４　ダイヤクロス洋風格子、和風格子には安全性を考慮した裏面ネット付を用意しています。   
※５　Φ５.0mm×ピッチ8.0mm、60°千鳥。   
※６　ガラスｔ6.8mmは別途手配です。   

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●
●
●
●

●
●

●
●

●
●
●
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設置条件

54

●ガラス目隠し格子 
ガラス厚6.8mm用 

●目隠し格子
アルミ積層板3.0mm

●目隠し格子
アルミパンチングパネル2.0mm

※下記地上高ｍ数は、
ＧＬからパネルＨ中央部

までのｍ数

GL

１．総スパン寸法：両端間柱芯々の寸法
２．最大間口寸法：両端壁支持納まり時の最大躯体開口を示し、両端の柱芯～躯体壁面までの隙間＜130mmで算出した寸法

■ 設置条件
1. 設置できる製品は手すりK型・D型、手すり付笠木KOA型・DOA型だけです。
2.「標準手すり」のみ取付可能です。

標準手すり 2段手すり

3. 屋上およびルーフバルコニーには設置できません。
4. スパン数は最大5スパンまでです。

5. 取付け高さにより製品寸法に制限があります。
　 P54の「製品寸法早見表」をご参照ください。
6. 壁支持の場合でも間柱が必要です。

道路等の崖下

崖等

建物のＧＬ

崖上や高台の建物

地上高

注）地上高ｍ数のとり方

2Ｆ
地上4ｍ

3Ｆ
地上7ｍ

4Ｆ
地上10ｍ

1Ｆ
地上1ｍ

8Ｆ
地上22ｍ

9Ｆ
地上25ｍ

5Ｆ
地上13ｍ

6Ｆ
地上16ｍ

7Ｆ
地上19ｍ

■ 適用納まり　

※D型、DOA型は適用しません

取付許容範囲7m以上25mまで

P49-P52の格子バリエーション制作範囲をご参照ください

手すり取付高さ7mまで

■ 壁支持部の躯体取付条件

ALCにフィッシャープラグ
+タッピング

RCにフィッシャープラグ
+タッピングorオ－ルアンカー

鉄骨にタッピング

柱通し角柱、柱通し間柱
※D型、DOA型は適用しません。

笠木通し角柱、笠木通し間柱
※D型、DOA型は適用しません。

■ 製品寸法概要
 

■ 製品寸法
パネル断面図　 

■ コーナー部の設置制限 ※柱通し角柱および笠木通し角柱の場合

Lmax

総スパン寸法130未満 130未満

最大間口寸法

Lmax

パ
ネ
ル
H

パ
ネ
ル
H

10
0
以
下

10
0
以
下

9
0
0

11
0
0

●パネルH900mm

●パネルH1100mm

1

1 2 3 4 5

2

3

4

5

最大5スパン

最
大
5
ス
パ
ン

柱通し角柱
笠木通し角柱

Lの字可

1 2 3 4 5

130未満 130未満

間柱

地上高（m）

Ｌmax＝ 　880mm Ｌmax＝ 920mm Ｌmax＝1380mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝  3520mm 総スパン寸法＝2760mm 総スパン寸法＝2760mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 3780mm 最大間口寸法＜ 3020mm 最大間口寸法＜ 3020mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝ 910mm Ｌmax＝ 960mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝3640mm 総スパン寸法＝2880mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 3900mm 最大間口寸法＜ 3140mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝ 940mm Ｌmax＝1000mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝3760mm 総スパン寸法＝3000mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 4020mm 最大間口寸法＜ 3260mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝1000mm Ｌmax＝1030mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝4000mm 総スパン寸法＝3090mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 4260mm 最大間口寸法＜ 3350mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝1110mm Ｌmax＝1140mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝4440mm 総スパン寸法＝3420mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 4700mm 最大間口寸法＜ 3680mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝1250mm Ｌmax＝1290mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝5000mm 総スパン寸法＝3870mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 5260mm 最大間口寸法＜ 4130mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

22

スパン数

900

25

パネルＨ
（900mm）

900

900

900

900

900

P49-P52の格子バリエーション製作範囲をご参照ください900

19

16

10

7

13

GL

14 3 2

スパン数地上高（m）

Ｌmax＝  720mm Ｌmax＝ 720mm Ｌmax＝1040mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝2880mm 総スパン寸法＝2160mm 総スパン寸法＝2080mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3140mm 最大間口寸法＜ 2420mm 最大間口寸法＜ 2340mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 750mm Ｌmax＝ 750mm Ｌmax＝1040mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3000mm 総スパン寸法＝2250mm 総スパン寸法＝2080mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3260mm 最大間口寸法＜ 2510mm 最大間口寸法＜ 2340mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 770mm Ｌmax＝ 780mm Ｌmax＝1090mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3080mm 総スパン寸法＝2340mm 総スパン寸法＝2180mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3340mm 最大間口寸法＜ 2600mm 最大間口寸法＜ 2440mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 810mm Ｌmax＝ 810mm Ｌmax＝1130mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3240mm 総スパン寸法＝2430mm 総スパン寸法＝2260mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3500mm 最大間口寸法＜ 2690mm 最大間口寸法＜ 2520mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 900mm Ｌmax＝ 900mm Ｌmax＝1270mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3600mm 総スパン寸法＝2700mm 総スパン寸法＝2540mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3860mm 最大間口寸法＜ 2960mm 最大間口寸法＜ 2800mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝1020mm Ｌmax＝1030mm Ｌmax＝1300mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝4080mm 総スパン寸法＝3090mm 総スパン寸法＝2600mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 4340mm 最大間口寸法＜ 3350mm 最大間口寸法＜ 2860mm 最大間口寸法＜ 1560mm

10

7

パネルＨ
（1100mm）

GL

25

1100

1100

1100

1100

1100

1100

1100

22

19

16

13

P49-P52の格子バリエーション製作範囲をご参照ください
手すり取付高さ7mまで

手すり取付高さ7mまで

※上記以外のサイズについては、
    弊社担当にお問い合わせください。

■ 目隠し格子を地上7m以上に取り付ける場合

■ 製品寸法早見表 ■ 設置条件

コの字不可
ロの字不可

壁支持納まり例 方立柱納まり例

従来地上高さ（ｍ）は建物のＧＬ
を基点としてましたが、下記の
ような立地の場合、崖下を基点
とすることが望ましいです。
なお、基点が不明確な場合は、
その建物の設計時（サッシなど
の風圧計算）の基点に合わせた
方が良いので、元請け設計事務
所等に確認願います。

格子
バリエーション

※ガラスは別途手配です

14 3 2
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設置条件
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●ガラス目隠し格子 
ガラス厚6.8mm用 

●目隠し格子
アルミ積層板3.0mm

●目隠し格子
アルミパンチングパネル2.0mm

※下記地上高ｍ数は、
ＧＬからパネルＨ中央部

までのｍ数

GL

１．総スパン寸法：両端間柱芯々の寸法
２．最大間口寸法：両端壁支持納まり時の最大躯体開口を示し、両端の柱芯～躯体壁面までの隙間＜130mmで算出した寸法

■ 設置条件
1. 設置できる製品は手すりK型・D型、手すり付笠木KOA型・DOA型だけです。
2.「標準手すり」のみ取付可能です。

標準手すり 2段手すり

3. 屋上およびルーフバルコニーには設置できません。
4. スパン数は最大5スパンまでです。

5. 取付け高さにより製品寸法に制限があります。
　 P54の「製品寸法早見表」をご参照ください。
6. 壁支持の場合でも間柱が必要です。

道路等の崖下

崖等

建物のＧＬ

崖上や高台の建物

地上高

注）地上高ｍ数のとり方

2Ｆ
地上4ｍ

3Ｆ
地上7ｍ

4Ｆ
地上10ｍ

1Ｆ
地上1ｍ

8Ｆ
地上22ｍ

9Ｆ
地上25ｍ

5Ｆ
地上13ｍ

6Ｆ
地上16ｍ

7Ｆ
地上19ｍ

■ 適用納まり　

※D型、DOA型は適用しません

取付許容範囲7m以上25mまで

P49-P52の格子バリエーション制作範囲をご参照ください

手すり取付高さ7mまで

■ 壁支持部の躯体取付条件

ALCにフィッシャープラグ
+タッピング

RCにフィッシャープラグ
+タッピングorオ－ルアンカー

鉄骨にタッピング

柱通し角柱、柱通し間柱
※D型、DOA型は適用しません。

笠木通し角柱、笠木通し間柱
※D型、DOA型は適用しません。

■ 製品寸法概要
 

■ 製品寸法
パネル断面図　 

■ コーナー部の設置制限 ※柱通し角柱および笠木通し角柱の場合

Lmax

総スパン寸法130未満 130未満

最大間口寸法

Lmax

パ
ネ
ル
H

パ
ネ
ル
H

10
0
以
下

10
0
以
下

9
0
0

11
0
0

●パネルH900mm

●パネルH1100mm

1

1 2 3 4 5

2

3

4

5

最大5スパン

最
大
5
ス
パ
ン

柱通し角柱
笠木通し角柱

Lの字可

1 2 3 4 5

130未満 130未満

間柱

地上高（m）

Ｌmax＝ 　880mm Ｌmax＝ 920mm Ｌmax＝1380mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝  3520mm 総スパン寸法＝2760mm 総スパン寸法＝2760mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 3780mm 最大間口寸法＜ 3020mm 最大間口寸法＜ 3020mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝ 910mm Ｌmax＝ 960mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝3640mm 総スパン寸法＝2880mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 3900mm 最大間口寸法＜ 3140mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝ 940mm Ｌmax＝1000mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝3760mm 総スパン寸法＝3000mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 4020mm 最大間口寸法＜ 3260mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝1000mm Ｌmax＝1030mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝4000mm 総スパン寸法＝3090mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 4260mm 最大間口寸法＜ 3350mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝1110mm Ｌmax＝1140mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝4440mm 総スパン寸法＝3420mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 4700mm 最大間口寸法＜ 3680mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

Ｌmax＝1250mm Ｌmax＝1290mm Ｌmax＝1400mm Ｌmax＝1400mm
総スパン寸法＝5000mm 総スパン寸法＝3870mm 総スパン寸法＝2800mm 総スパン寸法＝1400mm
最大間口寸法＜ 5260mm 最大間口寸法＜ 4130mm 最大間口寸法＜ 3060mm 最大間口寸法＜ 1660mm

22

スパン数

900

25

パネルＨ
（900mm）

900

900

900

900

900

P49-P52の格子バリエーション製作範囲をご参照ください900

19

16

10

7

13

GL

14 3 2

スパン数地上高（m）

Ｌmax＝  720mm Ｌmax＝ 720mm Ｌmax＝1040mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝2880mm 総スパン寸法＝2160mm 総スパン寸法＝2080mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3140mm 最大間口寸法＜ 2420mm 最大間口寸法＜ 2340mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 750mm Ｌmax＝ 750mm Ｌmax＝1040mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3000mm 総スパン寸法＝2250mm 総スパン寸法＝2080mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3260mm 最大間口寸法＜ 2510mm 最大間口寸法＜ 2340mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 770mm Ｌmax＝ 780mm Ｌmax＝1090mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3080mm 総スパン寸法＝2340mm 総スパン寸法＝2180mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3340mm 最大間口寸法＜ 2600mm 最大間口寸法＜ 2440mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 810mm Ｌmax＝ 810mm Ｌmax＝1130mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3240mm 総スパン寸法＝2430mm 総スパン寸法＝2260mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3500mm 最大間口寸法＜ 2690mm 最大間口寸法＜ 2520mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝ 900mm Ｌmax＝ 900mm Ｌmax＝1270mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝3600mm 総スパン寸法＝2700mm 総スパン寸法＝2540mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 3860mm 最大間口寸法＜ 2960mm 最大間口寸法＜ 2800mm 最大間口寸法＜ 1560mm

Ｌmax＝1020mm Ｌmax＝1030mm Ｌmax＝1300mm Ｌmax＝1300mm
総スパン寸法＝4080mm 総スパン寸法＝3090mm 総スパン寸法＝2600mm 総スパン寸法＝1300mm
最大間口寸法＜ 4340mm 最大間口寸法＜ 3350mm 最大間口寸法＜ 2860mm 最大間口寸法＜ 1560mm

10

7

パネルＨ
（1100mm）

GL

25

1100

1100

1100

1100

1100

1100

1100

22

19

16

13

P49-P52の格子バリエーション製作範囲をご参照ください
手すり取付高さ7mまで

手すり取付高さ7mまで

※上記以外のサイズについては、
    弊社担当にお問い合わせください。

■ 目隠し格子を地上7m以上に取り付ける場合

■ 製品寸法早見表 ■ 設置条件

コの字不可
ロの字不可

壁支持納まり例 方立柱納まり例

従来地上高さ（ｍ）は建物のＧＬ
を基点としてましたが、下記の
ような立地の場合、崖下を基点
とすることが望ましいです。
なお、基点が不明確な場合は、
その建物の設計時（サッシなど
の風圧計算）の基点に合わせた
方が良いので、元請け設計事務
所等に確認願います。

格子
バリエーション

※ガラスは別途手配です

14 3 2
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※Ｃ：躯体部のへりあき寸法

建物側屋外側
［Ｄ型］ ［Ｋ型］

ＡＡ

外観姿図

25 80

50
(H
-2
13
)/2

(H
-2
13
)/2

50

73
34

311-H
)33(

45
0＜
H≦
12
00

40

50

47

60

５５ ※Ｃ≧５０

355044
20

44 4445 49
58019≦L≦052019≦L≦052

8

58LL



6665

納まり図 K・D・W
■ 手すり（RC造・鉄骨造向け）

■ K・D・W共通 テクモク横格子45［90度コーナー部・直線部・壁付部］後付工法 納まり図

外観姿図
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■ K・D・W共通 テクモク横格子105［90度コーナー部・直線部・壁付部］後付工法納まり図

■ K・D・W共通 テクモク横格子105［90度コーナー部・直線部・壁付部］RC造後付工法（ICアンカータイプ）納まり図
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納まり図 K・D・W
■ 手すり（RC造・鉄骨造向け）

■ K・D・W共通 テクモク横格子45［90度コーナー部・直線部・壁付部］後付工法 納まり図
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■ K・D・W共通 テクモク横格子105［90度コーナー部・直線部・壁付部］後付工法納まり図

■ K・D・W共通 テクモク横格子105［90度コーナー部・直線部・壁付部］RC造後付工法（ICアンカータイプ）納まり図
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納まり図 K・D・M
■ 手すり（RC造・鉄骨造向け）

KOA・DOA・MOA
■ 手すり付笠木（RC造・鉄骨造向け）

■ K・D共通 アルミ横格子［90度コーナー部・直線部・壁付部］RC造後付工法（ICアンカータイプ）納まり図

■ K・D共通 アルミ横格子［90度コーナー部・直線部・壁付部］後付工法納まり図
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A（笠木幅）

A-30（推奨躯体幅）
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240

210

210

180

225

195

195
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180
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165

135

150

120

135

105

単位（mm）

手すり付笠木KOA型・DOA型・WOA型の笠木幅と推奨躯体幅は、
この表を参照してください。

納まり図 KOA・DOA・WOA
■ 手すり付笠木（RC造・鉄骨造向け）
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手すり付笠木KOA型・DOA型・WOA型の笠木幅と推奨躯体幅は、
この表を参照してください。
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　バックアップ材（φ６）
　装着後シーリング処理
（別途手配）

（別途手配）

オールアンカーの使い分け基準
ＳＣ８５０ 打放しコンクリート、またはコンクリート＋吹き付け塗装
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EX　・物干し納まり図
・

主要部材仕様
■ SPECIFICATION

2

12

2

12

12

12

JIS H8610 Ep-Fe/Zn 13CM2

JIS H8602
（陽極酸化塗装複合皮膜）

JIS H8602
（陽極酸化塗装複合皮膜）

JIS H8602
（陽極酸化塗装複合皮膜）

JIS H8602
（陽極酸化塗装複合皮膜）

JIS H4100 A6063SS-T5

JIS K6718

JIS K6735

JIS H4000 A1100P

JIS H4100 A6063SS-T5

JIS G3131 SPHC

JIS H5202 AC4A

JIS H5302 ADC12

EPDM

JIS H4100 A6063SS-T5

JIS H5202 AC4A

JIS H5302 ADC12

AES

JIS G4305 SUS430

JIS G4315 SUSXM7

JIS G3539 SWCH

Ｂ

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

Ｂ
避難用ステッカー

H/
2

押縁

様仕ルネパ形変様仕ルネパ準標

単体パネル 上下分割パネル

Ｂ－Ｂ断面図

横枠

コーナージョイント

　中桟

パネル

Ａ－Ａ断面図

手すり柱 取付金具Ｂ パネル 取付金具Ａ

取付金具Ｃ

（オプション）

設計範囲（ｍｍ）

Ｄ

Ｈ

ＨＳ

単体パネル 上下分割パネル

４００≦Ｄ≦９１８ ９１８≦Ｄ≦１２１８

９１８≦Ｈ［１８２８］≦１８２８ ９１８≦Ｈ［１８４８］≦１８４８

１０８０≦ＨＳ≦１４８０

◆［　］内は標準寸法となります。

DD

H

H/
2

H/
2

H

H

(7
0)

(1
50
)

40

0404

25

パ
ネ
ル

高
さ
寸

法
：Ｈ

－
８

H/
2-
14

H/
2-
14

パネル幅寸法：Ｄ－８

40
4

20

６０～１１０

７～２０Ｄ２０～５０

■ 手すり用物干し［壁納まり］納まり図
25

壁付け金具

物干し柱

壁付け金具

床仕上面 床仕上面

A-A断面図

4025

4
0

物干し柱

B-B断面図

680

255 425

≧
5
9
0

≧
3
0

1
8
0
0

1
8
0
0

6
0

L

6
゜

型結連型立独

物干し柱芯々≦3600

A

A

BB

09

12

15

18

1100

1400

1700

2000

L
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■ 強度性能

手すり商品は「4等分点2線荷重方式」によって水平、鉛直、それぞれの荷重試験を行い、
1、2の基準をクリアしています。
　1: 部材の変形がない
　2: 各接合部のゆるみやはずれがない

■ 耐久性能

手すり商品は各使用材料によって、
各種耐久試験を行い、それぞれの性能を
クリアしています。

アルミ形材
●陽極酸化塗装複合皮膜B種または
　P種以上の性能

鋼材、アルミ鋳物部品
●促進耐候性試験250時間で光沢保持率
　80％以上、使用上有害な変色がない。
●塩水噴霧試験240時間で赤錆、
　および塗膜の浮きやはがれがない。
●耐アルカリ試験24時間で異常がない。

プラスチック部品
●促進耐候性試験250時間で光沢保持率
　75％以上、使用上有害な変色がない。
●塩水噴霧試験240時間で塗膜の浮きや
　はがれがない。
●耐アルカリ試験24時間で異常がない。

水平荷重試験 鉛直荷重試験

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

水平荷重試験 鉛直荷重試験

水平荷重試験 鉛直荷重試験

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

トップレール手すり

格子付手すり

笠木

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

(トップレール専用)

区分
水平荷重

100型

125型

■ 建築物と強度区分

手すりK型・D型  RC造後付工法（ICアンカータイプ）
強度区分について

RC後付工法（ICアンカータイプ）において、建築物構造・設置場所に応じて定められた強度区分があり、
アンカーの種類を使い分けします。この強度区分は、日本アルミ手摺工業会の手すり強度のガイドライン［耐荷重性能値（破壊試験）］
に準拠しています。この基準を満たす製品は、手すりK型、D型RC造後付工法（IC アンカータイプ）だけです。

（1）共同住宅
（2）RC造またはSRC造
（3）新築住宅

下記以外の建築物

N/m kgf/m
設置場所建築物

980 100

75型※ 735 75

1225 125

バルコニー

※手すり高さH=200mm以下まで

階段、廊下

バルコニー
廊下（階段前除く）

階段
廊下（階段前）

■ アンカーの種類

■ 強度区分とアンカーの使い分け
手すりの高さ、および柱ピッチに応じて下表のとおりアンカーの種類を使い分けします。
※下表は間柱（40×50）において適用します。角柱（50×50）はICアンカー200のみです。

3
0
～
5
0
m
m

仕
上
厚
に
よ
る

Ｕアンカー

下
穴
9
0

8
0
m
m

2
0
0
m
m

ICアンカー200

下
穴
11
0

1
0
0
m
m

5
0
0
m
m

ICアンカー500

（1）～（3）をすべて満たす

※75型は日本アルミ手摺工業会「手すり強度のガイドライン」の基準外。

100型と125型は日本アルミ手摺工業会「手すり強度のガイドライン」基準製品

手すりH(mm)

柱スパンL(mm)

1200

301

200
150

0021052

Uアンカー

対応不可範囲

ICアンカー200

手すりH(mm)

柱スパンL(mm)

1200

1000

301

200
150

00210001052

Uアンカー

対応不可範囲

ICアンカー200

ICアンカー
　500

手すりH(mm)

柱スパンL(mm)

1200

1000

  900

  900

  800

  800

301

200
150

00210001052

Uアンカー

対応不可範囲

ICアンカー200

ICアンカー
　500

手すり工業会基準外 手すり工業会基準

Uアンカー（トップレール専用）ICアンカー500 ICアンカー200

75型 100型 125型

■ 強度性能

手すり商品は「4等分点2線荷重方式」によって水平、鉛直、それぞれの荷重試験を行い、
1、2の基準をクリアしています。
　1: 部材の変形がない
　2: 各接合部のゆるみやはずれがない

■ 耐久性能

手すり商品は各使用材料によって、
各種耐久試験を行い、それぞれの性能を
クリアしています。

アルミ形材
●陽極酸化塗装複合皮膜B種または
　P種以上の性能

鋼材、アルミ鋳物部品
●促進耐候性試験250時間で光沢保持率
　80％以上、使用上有害な変色がない。
●塩水噴霧試験240時間で赤錆、
　および塗膜の浮きやはがれがない。
●耐アルカリ試験24時間で異常がない。

プラスチック部品
●促進耐候性試験250時間で光沢保持率
　75％以上、使用上有害な変色がない。
●塩水噴霧試験240時間で塗膜の浮きや
　はがれがない。
●耐アルカリ試験24時間で異常がない。

験試重荷直鉛験試重荷平水

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

験試重荷直鉛験試重荷平水

験試重荷直鉛験試重荷平水

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

トップレール手すり

格子付手すり

笠木

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

強度性能・耐久性能
■ SPECIFICATION
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（2）RC造またはSRC造
（3）新築住宅

下記以外の建築物

N/m kgf/m
設置場所建築物

980 100

75型※ 735 75

1225 125

バルコニー

※手すり高さH=200mm以下まで

階段、廊下

バルコニー
廊下（階段前除く）

階段
廊下（階段前）

■ アンカーの種類

■ 強度区分とアンカーの使い分け
手すりの高さ、および柱ピッチに応じて下表のとおりアンカーの種類を使い分けします。
※下表は間柱（40×50）において適用します。角柱（50×50）はICアンカー200のみです。

3
0
～
5
0
m
m

仕
上
厚
に
よ
る

Ｕアンカー

下
穴
9
0

8
0
m
m

2
0
0
m
m

ICアンカー200

下
穴
11
0

1
0
0
m
m

5
0
0
m
m

ICアンカー500

（1）～（3）をすべて満たす

※75型は日本アルミ手摺工業会「手すり強度のガイドライン」の基準外。

100型と125型は日本アルミ手摺工業会「手すり強度のガイドライン」基準製品

手すりH(mm)

柱スパンL(mm)

1200

301

200
150

0021052

Uアンカー

対応不可範囲

ICアンカー200

手すりH(mm)

柱スパンL(mm)

1200

1000

301

200
150

00210001052

Uアンカー

対応不可範囲

ICアンカー200

ICアンカー
　500

手すりH(mm)

柱スパンL(mm)

1200

1000

  900

  900

  800

  800

301

200
150

00210001052

Uアンカー

対応不可範囲

ICアンカー200

ICアンカー
　500

手すり工業会基準外 手すり工業会基準

Uアンカー（トップレール専用）ICアンカー500 ICアンカー200

75型 100型 125型

■ 強度性能

手すり商品は「4等分点2線荷重方式」によって水平、鉛直、それぞれの荷重試験を行い、
1、2の基準をクリアしています。
　1: 部材の変形がない
　2: 各接合部のゆるみやはずれがない

■ 耐久性能

手すり商品は各使用材料によって、
各種耐久試験を行い、それぞれの性能を
クリアしています。

アルミ形材
●陽極酸化塗装複合皮膜B種または
　P種以上の性能

鋼材、アルミ鋳物部品
●促進耐候性試験250時間で光沢保持率
　80％以上、使用上有害な変色がない。
●塩水噴霧試験240時間で赤錆、
　および塗膜の浮きやはがれがない。
●耐アルカリ試験24時間で異常がない。

プラスチック部品
●促進耐候性試験250時間で光沢保持率
　75％以上、使用上有害な変色がない。
●塩水噴霧試験240時間で塗膜の浮きや
　はがれがない。
●耐アルカリ試験24時間で異常がない。

験試重荷直鉛験試重荷平水

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

験試重荷直鉛験試重荷平水

験試重荷直鉛験試重荷平水

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

トップレール手すり

格子付手すり

笠木

P
550N/m
(56.1Kgf/m)

P
825N/m
(84.1Kgf/m)

強度性能・耐久性能
■ SPECIFICATION
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■ 採用上のご注意

■ 手すり付笠木・笠木 ■ ベランダ間仕切

推奨躯体幅

120mm

135

150

165

180

195

210

笠木幅

150mm

165

180

195

210

225

240

推奨躯体幅

120mm

135

150

165

180

195

210

笠木幅

150mm

165

180

195

210

225

240

使用パネルサイズ

3×6板
（910mm×1,820mm）

3×6板
（910mm×1,820mm）

パネル厚

5mmまたは6mm

5mmまたは6mm

●本商品は、取付高さ（間仕切上端部）が8.5m（3階のバルコニー部に
　取付けた場合に相当）を限度として設計していますので、これ以上の
　高さに取付けることはできません。
●本商品に使用するパネルを現場手配する場合は、以下の点を厳守
　してください。

●パネル板厚寸法表
使用パネル材

ケイ酸カルシウム板

フレキシブル板

●ALC板に取付ねじを打ち込む場合、ALC板の目地部より100mm以上
　離れた位置に打ち込んでください。

●本商品を採用する場合、安全性と美観を損ねないため、当社担当との
　事前打合せを行ってください。

●製作許容範囲

D

H

HS

400mm≦D≦918mm

918mm≦H[1,828]≦1,828mm

918mm≦D≦1,218mm

918mm≦H[1,848]≦1,848mm

D

H

標準パネル

D

H

H
S

変形パネル

100mm以上

目地ネジの位置

単体パネル 上下分割パネル

1,080mm≦HS≦1,480mm

推奨躯体幅

105mm

120

135

150

165

180

195

210

240

270

320

笠木幅

135mm

150

165

180

195

210

225

240

270

300

350

有効躯体幅

85mm～115mm

110～130

115～145

130～160

145～175

160～190

175～205

190～220

220～250

250～280

300～330

※たて笠木幅225、240はオーダー対応になります。

[　]は標準寸法

◆ 商品のお取扱いについて　1

●本商品には完全な防水機能はありません。取り付け躯体（躯体天端）は
　必ず防水処理を施してください。

KAM型・DAM型・MAM型・笠木AM型
●本商品は、木造躯体専用です。その他の躯体への採用は避けてください。
●本商品は取付躯体芯を基準にして取り付ける商品となっています。
　躯体採寸時には、正しく躯体芯を出して採寸してください。
●各笠木幅によって、それぞれ取付躯体の許容幅が異なります。
　下記表により確認の上、笠木幅を採用してください。

●たて笠木を使用しない場合
有効躯体幅

105mm～130mm

120～145

135～160

150～175

165～190

180～205

195～220

●たて笠木を使用する場合
有効躯体幅

105mm～120mm

120～135

135～150

150～165

165～180

180～195

195～210

KOA型・DOA型・MOA型・笠木OAII型
●本商品をALC板に取り付ける場合、躯体の天端に必ず通しアングル
　（L-65×65×t6.0以上）を施してください。通しアングルの補強が
   ないと十分な強度が得られません。ご注意ください。
●本商品は取付躯体芯を基準にして取り付ける商品となっています。
　躯体採寸時には、正しく躯体芯を出して採寸してください。
●各笠木幅によって、それぞれ取付躯体の許容幅が異なります。
　下記表により確認の上、笠木幅を採用してください。
●本商品はそれぞれの仕様により製作許容範囲が異なります。
　事前に当社担当と打合わせを行ってください。

   

■ 施工上のご注意

■ 手すり付笠木・手すり・笠木・下端見切

現場搬入にあたって
●取り付け部材は、最大5,000mmに及ぶものもあります。
　取付部までの搬入中、建物に傷をつけないようにしてください。
　また、電線に触れると大変危険です。ご注意ください。
●階段手すりが施工される現場では、鋭角にカットされた部材が発生します。
　安全のためしっかりと梱包を施してありますが、万一運搬中に鋭角部が
　露出するような破損がみとめられた場合は、必ず梱包をしなおしてから
　搬入してください。

取り付けにあたって
●工事（施工）指示書に従って、現場状況をご確認ください。
●手すりの本体は、アルミ合金製の押出形材です。乱暴な扱いは、
　変形、破損の原因になります。
●落下物のおそれのある場所、または道路へじかに置かないように
　してください。
●ブラック、ビューブラウンは特に汚れやすいので、製品表面に触れる
　場合は、軍手などをご使用ください。
　汚れた場合には、ウエスなどの柔らかい布で水洗いし、表面の汚れを
　拭き取ったあとカラ拭きしてください。汚れがひどい場合は、
　中性洗剤（台所用洗剤など）をぬるま湯で溶かした液で洗い、
　そのあとカラ拭きしてください。（強く拭かないでください。）
●現場での無理な加工は避けてください。トラブルの原因になります。
●取付躯体への取付ねじの施工は、躯体への下穴加工後、下穴に十分
　コーキング処理を施してから施工してください。
●先付工法を用いる場合、コンクリート、モルタル等に埋め込まれる
　柱等部材回りには、所定のコーキング処理を施してください。
●鉄骨階段の側枠（ささら桁）部に階段外付チャンネルを溶接して
　手すりを施工する場合は、施工後、金具（溶接部含）へ錆止め塗装
　（ジンクリッジペイント等）を充分に塗布してください。
●笠木と笠木との目地部には、専用のジョイントカバーを使用して
　目地隠しをしてください。コーキング処理による目地隠しは
　避けてください。
●建物外側の取付躯体と下端見切との目地部には、サイズのあった
　バックアップ材を挿入し所定のコーキング処理を施してください。
●軒天の仕上げ材を施工する場合は、下端見切に掛らないよう、
　浮かした状態で納めてください。

取り付け終了後引き渡し
●養生フィルムは、出来るだけ早い時期にはがしてください。
　長期間、炎天下にさらすとはがれにくくなり、無理にはがすと
　塗装まではがれることがあります。はがれにくい場合、お湯または
　ドライヤーなどで温めてから、ゆっくりとはがしてください。

■ 使用上のご注意

手すりの腐蝕を防ぎ、美しさを保つためには、日頃のお手入れが大切です。
また、誤った使用方法は、思わぬ事故の原因にもなります。
耐久性を損なわず、安全に使用していただくために、以下のことに
ご注意ください。

●商品に貼ってある取扱いラベルに記載されている内容を守って
　安全にご使用ください。
●転落防止のため手すりや格子にのぼらないでください。
　特にお子様にはご注意ください。
●手すりにロープなどをかけて、重い荷物を出し入れしないでください。
●テレビのアンテナを手すりに取り付けないでください。
　また、洗濯機などのアースを手すりに取り付けると、感電する
　おそれがあります。
●定期的なお手入れを、おすすめします。
1 表面の汚れは、柔らかい布で水洗いしながら落とし、そのあと
　カラ拭きしてください。
2 傷は錆の原因になります。拭き取りには、柔らかい布などを
　ご使用ください。
3 汚れがひどい場合、中性洗剤（台所用洗剤など）をぬるま湯で
　溶かした液を使うと、効果的です。
　汚れが落ちたら、カラ拭きしてください。
4 酸性、アルカリ性洗剤は、使用しないでください。
5 お手入れは下記の間隔を目安に行うとより効果的です。　
　臨海工業地帯（京浜、中京、京阪神など）: 毎月1回
　海岸地帯 : 毎月1回
　工業地帯 : 2か月に1回
　大都市部 : 2か月に1回
　中小都市部 : 3か月に1回
　田園地帯 : 4か月に1回
●日常の使用で不具合や異常を発見した場合は、直ちに使用をやめ、
　お取り扱いの施工店、工務店、販売店または当社支店、営業所に
　修理をご依頼ください。

◆ 商品のお取扱いについて　2
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■ 採用上のご注意

■ 手すり付笠木・笠木 ■ ベランダ間仕切

推奨躯体幅

120mm

135

150

165

180

195

210

笠木幅

150mm

165

180

195

210

225

240

推奨躯体幅

120mm

135

150

165

180

195

210

笠木幅

150mm

165

180

195

210

225

240

使用パネルサイズ

3×6板
（910mm×1,820mm）

3×6板
（910mm×1,820mm）

パネル厚

5mmまたは6mm

5mmまたは6mm

●本商品は、取付高さ（間仕切上端部）が8.5m（3階のバルコニー部に
　取付けた場合に相当）を限度として設計していますので、これ以上の
　高さに取付けることはできません。
●本商品に使用するパネルを現場手配する場合は、以下の点を厳守
　してください。

●パネル板厚寸法表
使用パネル材

ケイ酸カルシウム板

フレキシブル板

●ALC板に取付ねじを打ち込む場合、ALC板の目地部より100mm以上
　離れた位置に打ち込んでください。

●本商品を採用する場合、安全性と美観を損ねないため、当社担当との
　事前打合せを行ってください。

●製作許容範囲

D

H

HS

400mm≦D≦918mm

918mm≦H[1,828]≦1,828mm

918mm≦D≦1,218mm

918mm≦H[1,848]≦1,848mm

D

H

標準パネル

D

H

H
S

変形パネル

100mm以上

目地ネジの位置

単体パネル 上下分割パネル

1,080mm≦HS≦1,480mm

推奨躯体幅

105mm

120

135

150

165

180

195

210

240

270

320

笠木幅

135mm

150

165

180

195

210

225

240

270

300

350

有効躯体幅

85mm～115mm

110～130

115～145

130～160

145～175

160～190

175～205

190～220

220～250

250～280

300～330

※たて笠木幅225、240はオーダー対応になります。

[　]は標準寸法

◆ 商品のお取扱いについて　1

●本商品には完全な防水機能はありません。取り付け躯体（躯体天端）は
　必ず防水処理を施してください。

KAM型・DAM型・MAM型・笠木AM型
●本商品は、木造躯体専用です。その他の躯体への採用は避けてください。
●本商品は取付躯体芯を基準にして取り付ける商品となっています。
　躯体採寸時には、正しく躯体芯を出して採寸してください。
●各笠木幅によって、それぞれ取付躯体の許容幅が異なります。
　下記表により確認の上、笠木幅を採用してください。

●たて笠木を使用しない場合
有効躯体幅

105mm～130mm

120～145

135～160

150～175

165～190

180～205

195～220

●たて笠木を使用する場合
有効躯体幅

105mm～120mm

120～135

135～150

150～165

165～180

180～195

195～210

KOA型・DOA型・MOA型・笠木OAII型
●本商品をALC板に取り付ける場合、躯体の天端に必ず通しアングル
　（L-65×65×t6.0以上）を施してください。通しアングルの補強が
   ないと十分な強度が得られません。ご注意ください。
●本商品は取付躯体芯を基準にして取り付ける商品となっています。
　躯体採寸時には、正しく躯体芯を出して採寸してください。
●各笠木幅によって、それぞれ取付躯体の許容幅が異なります。
　下記表により確認の上、笠木幅を採用してください。
●本商品はそれぞれの仕様により製作許容範囲が異なります。
　事前に当社担当と打合わせを行ってください。

   

■ 施工上のご注意

■ 手すり付笠木・手すり・笠木・下端見切

現場搬入にあたって
●取り付け部材は、最大5,000mmに及ぶものもあります。
　取付部までの搬入中、建物に傷をつけないようにしてください。
　また、電線に触れると大変危険です。ご注意ください。
●階段手すりが施工される現場では、鋭角にカットされた部材が発生します。
　安全のためしっかりと梱包を施してありますが、万一運搬中に鋭角部が
　露出するような破損がみとめられた場合は、必ず梱包をしなおしてから
　搬入してください。

取り付けにあたって
●工事（施工）指示書に従って、現場状況をご確認ください。
●手すりの本体は、アルミ合金製の押出形材です。乱暴な扱いは、
　変形、破損の原因になります。
●落下物のおそれのある場所、または道路へじかに置かないように
　してください。
●ブラック、ビューブラウンは特に汚れやすいので、製品表面に触れる
　場合は、軍手などをご使用ください。
　汚れた場合には、ウエスなどの柔らかい布で水洗いし、表面の汚れを
　拭き取ったあとカラ拭きしてください。汚れがひどい場合は、
　中性洗剤（台所用洗剤など）をぬるま湯で溶かした液で洗い、
　そのあとカラ拭きしてください。（強く拭かないでください。）
●現場での無理な加工は避けてください。トラブルの原因になります。
●取付躯体への取付ねじの施工は、躯体への下穴加工後、下穴に十分
　コーキング処理を施してから施工してください。
●先付工法を用いる場合、コンクリート、モルタル等に埋め込まれる
　柱等部材回りには、所定のコーキング処理を施してください。
●鉄骨階段の側枠（ささら桁）部に階段外付チャンネルを溶接して
　手すりを施工する場合は、施工後、金具（溶接部含）へ錆止め塗装
　（ジンクリッジペイント等）を充分に塗布してください。
●笠木と笠木との目地部には、専用のジョイントカバーを使用して
　目地隠しをしてください。コーキング処理による目地隠しは
　避けてください。
●建物外側の取付躯体と下端見切との目地部には、サイズのあった
　バックアップ材を挿入し所定のコーキング処理を施してください。
●軒天の仕上げ材を施工する場合は、下端見切に掛らないよう、
　浮かした状態で納めてください。

取り付け終了後引き渡し
●養生フィルムは、出来るだけ早い時期にはがしてください。
　長期間、炎天下にさらすとはがれにくくなり、無理にはがすと
　塗装まではがれることがあります。はがれにくい場合、お湯または
　ドライヤーなどで温めてから、ゆっくりとはがしてください。

■ 使用上のご注意

手すりの腐蝕を防ぎ、美しさを保つためには、日頃のお手入れが大切です。
また、誤った使用方法は、思わぬ事故の原因にもなります。
耐久性を損なわず、安全に使用していただくために、以下のことに
ご注意ください。

●商品に貼ってある取扱いラベルに記載されている内容を守って
　安全にご使用ください。
●転落防止のため手すりや格子にのぼらないでください。
　特にお子様にはご注意ください。
●手すりにロープなどをかけて、重い荷物を出し入れしないでください。
●テレビのアンテナを手すりに取り付けないでください。
　また、洗濯機などのアースを手すりに取り付けると、感電する
　おそれがあります。
●定期的なお手入れを、おすすめします。
1 表面の汚れは、柔らかい布で水洗いしながら落とし、そのあと
　カラ拭きしてください。
2 傷は錆の原因になります。拭き取りには、柔らかい布などを
　ご使用ください。
3 汚れがひどい場合、中性洗剤（台所用洗剤など）をぬるま湯で
　溶かした液を使うと、効果的です。
　汚れが落ちたら、カラ拭きしてください。
4 酸性、アルカリ性洗剤は、使用しないでください。
5 お手入れは下記の間隔を目安に行うとより効果的です。　
　臨海工業地帯（京浜、中京、京阪神など）: 毎月1回
　海岸地帯 : 毎月1回
　工業地帯 : 2か月に1回
　大都市部 : 2か月に1回
　中小都市部 : 3か月に1回
　田園地帯 : 4か月に1回
●日常の使用で不具合や異常を発見した場合は、直ちに使用をやめ、
　お取り扱いの施工店、工務店、販売店または当社支店、営業所に
　修理をご依頼ください。

◆ 商品のお取扱いについて　2
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■ 設計上・施工上のご注意

■ 温度特性について
●本製品は原料に使用している樹脂の特性上、周囲の温度差により若干の
　伸縮があります。
 【例】L=2000㎜のデッキ材で温度差50℃の場合、
　　     全長の最大値と最小値の差は、約5㎜となります。
　※ビスで固定した場合は、固定間の伸縮をある程度抑えることができます。

■ 使用上のご注意

<色味>
本製品は原料にリサイクル木材を使用していますので、色に若干のばら
つきを生じることがあります。また、木質感の風合いをもたせるために
表面をサイディング加工しておりますので、芝目のように本製品の長手
方向に順目、逆目があり、施工後、光の当たり方や見る方向、角度によ
り部分的に違って見えることがあります。
<退色>
天然木に見られるように、雨や太陽光の影響により初期にある程度「退
色」します。
<しみ>
本製品は使用環境によって雨、雪、散水等により製品表面に部分的にシ
ミが残ることがあります。
※除去方法については「お手入れ方法」をご参照ください。
<汚れの付着>
表面木質加工（サイディング）した際の削粉、ご使用中における表面の
こすれ、または雨や太陽光の影響により発生した粉および表面に残った
煤塵や黄砂等による汚れが付着することがありますので、衣類等や洗濯物・
布団などが直接触れないようにしてください。
・ 衣類等に粉が付着した場合は、洗濯機で通常の洗濯をしていただけれ
ば落とすことができます。（衣類の種類、使用環境およびクリーニン
グ法によっては、落ちにくい場合もございます。）

・ 防止策として、定期的に「通常のお手入れ」および「定期的なお手入れ」
を実施してください。特に使用頻度の少ないところでは、使用前に「定
期的なお手入れ」を実施してください。

■ 色について

■ お手入れについて

本製品は天然木と比較してメンテナンスの必要が少ない素材です。しかし、
長時間掃除しないで放置しておきますと、太陽光による影響および大気中の
湿気・埃・雨水や土、砂等の影響で表面に付着した汚れなどが原因で変色
やシミ、衣類への粉の付着等を発生させることがあります。本製品を美しく
お使いいただくために、以下の方法を参考にお手入れを実施してください。

●本製品は可燃性ですので、周辺での火気の取扱いにはご注意ください。
●本製品の発火点は天然木とほぼ同じであり、天然木が燃えるような条
件下では燃えてしまいます。

●本製品は自己消火性を有していませんので、万一着火した場合は水散
布または各種消火器にて消火してください。

●本製品が燃焼しても塩素系の有毒ガスは発生しません。

■ 燃焼について

●本製品の上に重量物を落とさないようにしてください。衝撃で割れや
凹みが発生する恐れがあります。

●本製品表面を傘等の先端の尖ったもので突かないでください。破損や
変形の恐れがあります。

●本製品（特に小口、角部）に強い衝撃を与えないようにしてください。
破損する恐れがあります。

■ 衝撃について

●日中の日差しが強い時には表面が熱くなることがありますので、特に
幼児や小さいお子様は充分注意してください。

●製品の特性上、隙間（目地）をあけた施工をお願いしておりますので、
その目地に指を挟まない様にご注意ください。

●本製品表面に灯油やガソリン、有機溶剤が付着した場合はすぐに拭き
取ってください。変形・変色の恐れがあります。

●本製品の上に空き缶や鉄製の物等を直接置いて長時間放置しないでく
ださい。鉄の錆等でシミが生じる恐れがあります。

●日常の使用で不具合や異常を発見した場合は、直ちに使用をやめ、お
取り扱いの施工店、工務店、販売店または当社支店、営業所に修理を
ご依頼ください。

■ その他の注意事項

◆ テクモク格子について

  伸縮量の求め方
  伸縮量［㎜］＝5.0×10-5（テクモクの熱膨張係数）×温度差［℃］×製品長［㎜］

5.0 1.2 2.4 2.0
（接線方向）

テクモク 鉄 アルミ

10.0

ポリプロ
ピレン天然木材

熱膨張係数
（×10－５）

●汚れは使用環境に大きく影響されます。特に、工業地域や海岸地域、
排ガスの多い場所ではお手入れの回数を増やしてください。

●汚れが付着した場合は、頑固な汚れになる前に清掃等を行ってください。

お手入れの際の注意事項
●ひどい汚れを落とす場合でも、強酸、強アルカリ、シンナーやベンジ
ンなどの有機溶剤、石油類は使用しないでください。変色、劣化の原
因となることがあります。

●清掃後は、洗剤をきれいに洗い流してください。洗剤が残ると変色な
どの原因になることがあります。

●高圧洗浄機での洗浄も可能ですが、水圧によっては製品の木目加工に
影響を及ぼしたり、製品表面に跡が残る場合がありますので、影響の
ない部分（製品端部等）で状況確認した後に行ってください。

■ 汚れについて

<通常のお手入れ>
本製品表面についたごみやほこりは、ほうき等で取り除いてください。汚れ
ている部分は、柔らかい布やスポンジで水拭きした後に乾拭きしてください。
<汚れのひどい場合>
中性洗剤を所定の割合の水で希釈して薄めた液で雑巾などで長手方向
（木目方向）に擦るように拭き、汚れを落とし、洗剤が残らないように
水拭きしてから最後にしっかりと乾拭きしてください。
<定期的なお手入れ>
年に3～4回の頻度で、柔らかい布がスポンジで水拭きした後に乾拭き
してください。
<しみ>
雨じみの除去（使用環境によって雨、雪等により、製品表面に部分的な
しみが残ることがあります）
・通常のお手入れの方法で、本製品の表面のごみやほこり、汚れを除去
します。
<傷・こげあと>
製品表面についた傷やこげあとの除去
・表面の汚れを雑巾等で拭き取った後、汚れおよび傷部分をサンドペー
パー（＃24～40）で長手方向（木目方向）に擦り、傷を取り除いて
ください。最後に表面の削り粉を清掃してください。初期の表面と若干
異なることがありますので、お手入れ場所周辺を含め全体的にぼかす
感じで擦ることがポイントです。

■ お手入れ方法

関連商品
アイテム一覧

■ 窓廻りを安全に美しく！
当社独自の技術とノウハウで、暮らしの中に展開できる豊富なバリエーションと
確かな実績をお届けしています。

■窓シャッター

■シャッター

■オーニング

●電動静音アルミシャッター
　御前様（ごぜんさま）

●ガレージシャッター
　エスプリ

●住宅用オーバースライディングドア
　フラットピット

●高速・低振動グリルシャッター
　大静快（だいせいかい）

●フラットガレージシャッター
　ポルティエ

［一般住宅向け］

［一般住宅向け］ ［一般住宅向け］

各商品のカタログをご用意しております。

●外壁仕上げ前仕様
　マドマスターリード
　（換気・採光モデル、スタンダードモデル）

●ワイド間口対応シャッター
　マドマスターワイド
　  （換気・採光モデル）

●外壁仕上げ後仕様
　マドマスタータップ
　  （換気・採光モデル、スタンダードモデル）

■階段
■テクモク

●木材・プラスチック再生複合材

●屋外鉄骨階段廊下ユニット
　段十廊II

●アルミフリー階段
　ステフリー



気持ちいいフォルムが作り出す
美しいバルコニー、美しい街並み。
手すり・笠木のジャンルでは、商品バリエーションの豊富さ・施工ノウハウの確かさで、豊かな経験をもっています。
わたし達の技術力とデザイン力で、フルにサポートします。

1 2
設置高さ: 各格子の設置高さ制限を示しています。　　　　　 43mまで 25mまで 7mまで 7mまで　　　各格子の製作範囲はP49～P52をご参照ください。

RC造・鉄骨造向け

木造建築物向け
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■ 温度特性について
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　伸縮があります。
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●汚れは使用環境に大きく影響されます。特に、工業地域や海岸地域、
排ガスの多い場所ではお手入れの回数を増やしてください。

●汚れが付着した場合は、頑固な汚れになる前に清掃等を行ってください。

お手入れの際の注意事項
●ひどい汚れを落とす場合でも、強酸、強アルカリ、シンナーやベンジ
ンなどの有機溶剤、石油類は使用しないでください。変色、劣化の原
因となることがあります。

●清掃後は、洗剤をきれいに洗い流してください。洗剤が残ると変色な
どの原因になることがあります。

●高圧洗浄機での洗浄も可能ですが、水圧によっては製品の木目加工に
影響を及ぼしたり、製品表面に跡が残る場合がありますので、影響の
ない部分（製品端部等）で状況確認した後に行ってください。

■ 汚れについて

<通常のお手入れ>
本製品表面についたごみやほこりは、ほうき等で取り除いてください。汚れ
ている部分は、柔らかい布やスポンジで水拭きした後に乾拭きしてください。
<汚れのひどい場合>
中性洗剤を所定の割合の水で希釈して薄めた液で雑巾などで長手方向
（木目方向）に擦るように拭き、汚れを落とし、洗剤が残らないように
水拭きしてから最後にしっかりと乾拭きしてください。
<定期的なお手入れ>
年に3～4回の頻度で、柔らかい布がスポンジで水拭きした後に乾拭き
してください。
<しみ>
雨じみの除去（使用環境によって雨、雪等により、製品表面に部分的な
しみが残ることがあります）
・通常のお手入れの方法で、本製品の表面のごみやほこり、汚れを除去
します。
<傷・こげあと>
製品表面についた傷やこげあとの除去
・表面の汚れを雑巾等で拭き取った後、汚れおよび傷部分をサンドペー
パー（＃24～40）で長手方向（木目方向）に擦り、傷を取り除いて
ください。最後に表面の削り粉を清掃してください。初期の表面と若干
異なることがありますので、お手入れ場所周辺を含め全体的にぼかす
感じで擦ることがポイントです。

■ お手入れ方法

◆ 墜落防止手すりの条件
1
1
0
0
以
上

①足がかりがなく支えが
　なしでも乗れる場合

1
1
0
0
以
上

3
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0
未
満

a

②足がかりがない場合又は
　高さが300未満の場合
　（a < 300）
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③幼児が登れる高さに
　足がかりがある場合
　（300 ≦ a < 650）

1
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0
0
以
上

6
5
0
以
上

④幼児がよじ登れない高さに
　足がかりがある場合
　（a < 650）

足がかり
（足のかかる部分）

墜落防止の役割がある手すりには、一般に次のような条件を考慮してください。
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